
第二次環境基本計画の進行管理チェックリスト

目標値
前計画
目標値

推進施策 R5 R6 R7 R8 R9 R5～ 現状値 単位
年度

（年月）
指標内容 報告内容 担当課

数値
指標

市域からのCO2排出量 目標
R12(2030)年度排出量235千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比46％以上削減〕

351
(R3)

235
（R12）

－ 352
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

436千t-CO2

352千t-CO2

参考 参考指標 産業部門のCO2排出量 参考
R12(2030)年度排出量84千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比38％以上削減〕

100
(R3）

84
（R12）

93
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

136千t-CO2

93千t-CO2

参考 参考指標
業務その他部門のCO2排出

量
参考

R12(2030)年度排出量45千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比51％以上削減〕

80
（R3）

45
（R12）

72
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

92千t-CO2

72千t-CO2

参考 参考指標 家庭部門のCO2排出量 参考
R12(2030)年度排出量32千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比66％以上削減〕

69
（R3）

32
（R12）

77
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

80千t-CO2

77千t-CO2

参考 参考指標 運輸部門のCO2排出量 参考
R12(2030)年度排出量74千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比35％以上削減〕

96
（R3）

74
（R12）

106
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

114千t-CO2

106千t-CO2

参考 参考指標
一般廃棄物分野のCO2排出

量
参考

R12(2030)年度排出量1.3千ｔ-CO２

　　〔H25(2013)年度比13％以上削減〕

6
（R3）

1.3
（R12）

4
千ｔ-
CO２

R1
基準年度H25(2013）年度
現況年度R1（2019）年度

1.5千t-CO2

4千t-CO2

58 55 1,400 70 件

325.8 （累計） ｋW

2,907
（R4）

2,596 件

13,398
（R4）

11,488 ｋW

02 公共施設への太陽光発電システムの導入 － 〇
12

300
7

件
ｋW

R4
公共施設への導入計画検討
（導入計画策定時に設定）

当該年度における導入件数（累計）
導入可能施設や導入予定施設があれば、
併せて報告する。

総務人事課
関係課

03 蓄電池活用の普及など自立分散型エネルギーの普及と活用 － 〇 48 55 70 件 R4 下野市蓄電池補助件数 当該年度の補助件数 環境課

04 太陽熱や地中熱など再エネ熱や脱炭素型エネルギーの有効活用の促進 － － × ー R4 実施内容の報告
実施の有無
実施した場合、検討内容・結果等

環境課

05 ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ運動の普及促進 － － ○ ー R4
取組内容の報告
（施策4-1-2に再掲）

実施の有無
実施した場合、普及促進の内容

環境課

06 脱炭素社会に向けたライフスタイルの見直しや普及 － 〇 ○ ー R4
取組内容の報告
（施策4-1-2に再掲）

実施の有無
実施した場合、普及啓発の内容

環境課

07 環境家計簿など省エネ・温室効果ガス排出等チェックの普及 ■ 〇 5 20 60 4 件 R4 実施件数 当該年度の環境家計簿診断件数 環境課

08 市の事務事業からの温室効果ガス排出削減
　　【基準年度H28(2016)年度比51％削減】

■ ◎
4,775
（R4）

2,205 4,500 ｔ-CO2 R3

市の事務事業によるCO2排出量

基準年度
H28(2016)年度：5,359ｔ
R4(2022)年度：4,287ｔ
（前計画目標値、-20％削減）

温暖化対策実行計画（事務事業編）の
年次報告等
※H28（2016）年度以降の施設を含む

総務人事課
環境課

参考 　【国の基準年度H25(2013)年度比51％削減】 □ 〇
3,926
(R4) 1,598

3,749
(R3) ｔ-CO2 R3

基準年度H25（2013)年度
3，261ｔ-CO2

※H28（2016）年度以降対象施設を含ま
ない分の排出量

環境課

（特定事業者からの温室効果ガス排出削減） － －
113
（R2）

目標値ﾅｼ 105
千ｔ-
CO２

H29
(H30.3)

特定事業所によるCO2排出量
※特定事業者の報告結果、毎年
排出量や目標が変更

特定事業所の報告書による排出量
（根拠資料：環境省排出量カルテなど）

環境課

09 プラスチック循環の推進などプラごみ焼却処分量の減量化 － 〇 1,999 ｔ R4.3 プラごみ焼却量（按分で出せる）
焼却ごみのプラごみ混入率と焼却量
（根拠資料：ごみ成分調査結果等）

環境課

10 事業に伴うメタン、一酸化二窒素等の温室効果ガス排出抑制の促進 － － 0 0 回 R4 実施回数 普及啓発活動の実施回数 環境課

参考
（市の事務事業に伴うメタン、一酸化二窒素等の

温室効果ガス排出抑制）
－ 〇 6.6 8 ｔ-CO2 H28

市の事務事業おける温室効果ガ
ス種別排出量
H25(2013）年度：6.9ｔ-CO2

活動量に基づく排出量算出 環境課

11 平地林や緑地の保全と管理（CO2吸収機能等の向上） － 〇 1.94 2地点 ー ha R4
保全管理事業の実施面積
整備等による吸収量概算
（施策3-1-2に再掲）

実施の有無。
保全管理事業の実施状況。

農政課

12 公共施設や事業所周辺の緑化の推進 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無
実施した場合、事業実施施設と緑化規模

総務人事課

13
森林地域の自治体等と連携したCO2吸収量の確保等吸収源対策の
推進

－ － × ー R4 取組の報告
実施の有無
実施した場合、連携協議の実施状況

総合政策課
環境課

14 事業活動におけるCO2固定化等対策や技術開発の促進 － － × ー R4 取組内容の報告
実施の有無
実施した場合、情報収集等の内容を報告

環境課

15 ゼロエネルギーハウス(ZEH)やゼロエネルギービル(ZEB)の普及 － － × ー R4 取組内容の報告
実施の有無
実施した場合、普及啓発の内容

環境課

16 公共施設のゼロエネルギー対策の推進 － 〇 ○ ー R4 取組内容の報告
実施の有無
実施した場合、その内容

総務人事課
環境課

17 ＥＶ等次世代自動車の普及 － 〇 30 22 台 R4 電動車導入費補助件数 当該年度の補助件数 環境課

市の事務事業（公用車への電動車導入、次世代自動車化） － 〇 6 6 台 R4 公用車の次世代自動車化率 当該年度の次世代自動車（EV・PHEV）台数 総務人事課

18 オンデマンドバスの電動化、小型ＥＶ等による地域内交通の充実 － － × ー R4 取組の報告
実施の有無
実施した場合、その内容

安全安心課

19 急速充電・水素ステーション等次世代自動車の利用環境の普及 － － 3 2 件 R4
取組の報告
導入施設数の報告

事業実施施設と規模等
公共施設の急速充電器等の数を報告

総務人事課

20 まち歩きが楽しめる歩道や遊歩道、ポケットパークの整備など － 〇 74,746 74,000
（歩道延長）

73,548 m R4 取組の報告 歩道延長
整備課
管理保全課

21
自転車道や走行ゾーンの整備、レンタサイクル等自転車利用環境の充
実

－ 〇 1,598 1,700 ー 人 R4
自転車道等：取組の報告
レンタサイクル：利用者数

自転車道：取組の有無、有の場合はその内容
レンタサイクル：利用者数と目標人数

整備課
商工観光課

1-1-1
再生可能エネルギー利用の普
及促進

01 住宅用太陽光発電システムの普及促進

第2次環境基本計画の体系 前年
計画
指標

前年
実施
状況

環境課

1-1-2
COOL CHOICEの普及促
進

1-1-3
エネ起源以外温室効果ガス排
出削減対策の促進
廃棄物焼却CO2、その他

当該年度の補助件数
（上段：件数、下段：規模（kW））

環境課

－ － R2 10ｋW未満太陽光発電導入件数
FIT対象の導入件数・発電量把握が可
（資）環境省排出量カルテ、FIT資料

■ 〇 R4 下野市太陽光発電補助件数

現状値

基本施策 施策（取組）内容

1-1
カーボンニュー
トラルの実現

1-2
脱炭素を支え
るまちづくり

1-2-1
緑化･緑地の整備など吸収源
対策の推進

1-2-2
住宅や建物等のゼロエネル
ギー化の促進

1-2-3 移動の脱炭素化の促進

1-2-4
まち歩きや自転車利用が楽し
いまちづくり

資料１



第二次環境基本計画の進行管理チェックリスト

目標値
前計画
目標値

推進施策 R5 R6 R7 R8 R9 R5～ 現状値 単位
年度

（年月）
指標内容 報告内容 担当課

第2次環境基本計画の体系 前年
計画
指標

前年
実施
状況

現状値

基本施策 施策（取組）内容

22 市内での気候変動の影響と考えられる事象の収集・整理と情報提供 － － ○ － R4 市内での事象の報告 事象の有無。有の場合はその内容 環境課

23 栃木県気候変動適応センターとの連携推進及び情報収集と発信 － 〇 ○ － R4 気候変動適応センターの情報 実施の有無。有の場合は普及啓発の発信状況 環境課

24 気候変動に関する環境教育・環境学習の推進 － 〇 ○ ー 回 R4
気候変動に関する環境教育・学
習の実施回数または実施状況

講座開催回数（1回/年、参加者数等）
市内小中学校での気候変動に関する授業
や講座等実施状況

環境課
生涯学習文化課
学校教育課

25 豪雨や強風、干ばつなど極端な気象災害への適応策の推進 － 〇 ○ ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。
安全安心課
環境課

26 熱中症や高温化、感染症媒介生物の生息拡大など健康被害の防止 － 〇 ○ ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。 健康増進課

27 水資源や水質など水環境への影響検討と適応策の検討と対策の推進 － 〇 ○ ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。 上下水道課

28 農作物や農業生産への影響の把握と適応策の推進 － 〇 × ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。 農政課

29 桜開花時期や季節感の変化と観光等への影響検討と適応策の推進 － － ○ ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。 商工観光課

30 交通や上下水道、電力等都市インフラへの影響検討と適応策の推進 － 〇 ○ ー R4 発生状況や取組状況の報告 実施の有無。有の場合はその内容。
安心安全課
上下水道課

数値
指標

市民1人1日あたりの家庭ご
み排出量(3カ年平均)

目標
R13(2031)年度：594ｇ/人・日
【削減量 38g/人･日】

558
549

（R13）
－ 632 g/人日

H30～R2
年度平均

数値
指標

事業ごみ排出量
(3カ年平均)

目標
R13(2031)年度：1,733t/年
【削減量 406ｔ/年】

1,967
1，733
（R13）

－ 2,139 ｔ/年
H30～R2
年度平均

01
ごみ減量意識の普及啓発（環境教育の推進、イベントやキャンペーンの
実施）

－ 〇 1 1 回 R4 ごみ減量普及啓発実施状況
どのような普及啓発を実施したか
キャンペーン等の実施回数

環境課

02
３Ｒ活動の支援（フリーマーケット、エコ(ショップ＆オフィス)の3R活
動など）

－ 〇 ○ － R4
フリーマーケット等活動
エコショップ等での3R活動状況
（施策4-1-2に再掲）

実施の有無、有の場合は普及啓発状況。 環境課

03 リサイクル情報の提供、粗大ごみの修理・再生等リユースの推進 － 〇
33
164

13
ー 件 R4

上段：不用品リサイクル件数
下段・粗大家具等のリユース件数

普及啓発と件数の報告
小山広域での実施状況の報告

環境課

04 剪定枝のチップ化等による活用の促進 － 〇 85 ー ％ R4 剪定枝のチップ化量(率）
剪定枝発生量とチップ化量(率）
小山広域での取り組み状況

環境課

05 家庭の廃食用油の回収と有効活用 － 〇 1,296 1,308 ｋL R4 食用油回収量 家庭からの廃食用油回収量 環境課

06
食品ロス問題の普及啓発（環境教育、３キリ運動や３ないルールの普
及）

－ 〇 2 2 回 R4
普及啓発回数や実施状況
（施策4-1-2に再掲）

広報やHP等での普及啓発回数
食品ロス月間での取り組み内容

環境課

07 地産地消の推進 － 〇 ○ ー R4
普及啓発状況
（施策3-2-1に再掲）

実施の有無、有の場合は普及啓発状況。 環境課

08 生ごみ処理機器設置補助など生ごみの減量化の推進 ■ 〇
３６
19

15
２０

27
9 件 R4

生ごみ処理機器等設置費補助金
の年間交付件数

当該年度の補助件数
（上段：機械式、下段：コンポスト）

環境課

09
地域のフードバンク、フードドライブなど食品ロス対策活動への参加・
協力

－ 〇 9 ー 件 R4
件数
提供フード量

提供された件数やフード量 社会福祉課

10 プラスチック代替素材・資源の活用の普及促進 － － × ー R4 取組状況の報告
実施の有無。有の場合は、普及啓発の状
況、市内事業者の取組状況など

環境課

11 プラスチックごみの分別徹底と資源回収・リサイクルの推進 － 〇
2,345
1,730

ー ｔ R4 プラごみの収集量や資源化量
上段：プラスチックごみ収集量
下段：資源化量

環境課

12 不法投棄やポイ捨てなどプラごみの散乱・流出防止の推進 － 〇 2 ー 回 R4 取組内容の報告
活動回数や参加者数、回収量
散乱･流出防止に向けた取組内容等

環境課

13 環境美化条例や路上喫煙防止条例の周知と啓発 － 〇 ○ ー R4
美化条例や路上喫煙防止条例に基
づく周知等の状況報告

実施の有無
有の場合は、周知・普及啓発の内容

環境課

14 不法投棄防止、空き缶やプラごみなどのポイ捨て防止の普及促進 － 〇 ○
現状より改善
（不法投棄）

ー R4 取組内容の報告
実施の有無。有の場合は不法投棄・ポイ捨
て看板等啓発状況

環境課

15 不法投棄防止パトロールの実施、環境美化活動の推進と支援 － 〇
1,152
6,860

―
6,902

回
人

R4
パトロール実施状況の報告
環境美化キャンペーン実施状況
（施策3-2-3に再掲）

上段：パトロール実施回数の報告
下段：環境美化キャンペーン参加者数

環境課

16 ごみの分別方法の見直しや資源回収方法の検討と充実 － － × ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は見直しや検討内
容・結果などを報告。

環境課

17 ごみ出し方法の検討や収集体制の効率化・適正化の推進 － － × ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は検討内容・結果等
の報告

環境課

18 増加が見込まれるごみ出し困難世帯への収集・資源回収の検討 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は検討内容や結果、
実施状況の報告

環境課

19 地域での集団回収団体の育成と活動支援の充実 ■ 〇 48 48 団体 R4 集団回収団体数や集団回収量
資源回収報奨金の交付団体件数（現行計
画）の報告

環境課

20
資源循環型社会に向けたストックヤードやリペアセンター等の管理・充
実

－ － × ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合はリペアセンター等
の管理や活用状況

環境課

21 ごみ処理施設からの公害や環境汚染の防止対策の推進 － 〇 ○ ー R4 取組の報告 実施の有無。有の場合は、対策実施状況 環境課

22
小山広域保健衛生組合との連携によるごみ処理の適正化・効率化の
推進

－ 〇 ○ ー R4 取組の報告 実施の有無。有の場合は、実施状況 環境課

23 ごみ焼却施設からの廃熱や電気等エネルギーの有効活用 － 〇 7,497,220 － ｋWh R4 発電量や廃熱活用状況 小山広域での発電量、廃熱利用状況 環境課

1-3
気候変動への
適応

1-3-1
気候変動の影響に関する情
報の共有

1-3-2
気候変動への適応に向けた
取組の促進

2-2
適切な廃棄物
処理の推進

2-2-1
不法投棄・ポイ捨て防止対策
の推進

2-2-2
効率的な資源回収・廃棄物収
集体制の整備

2-2-3
廃棄物処理施設の管理・廃棄
物広域処理の推進

2-1

ごみゼロ社会
の形成
（循環型社会の
構築）

2-1-1
3R（リデュース・リユース・リ
サイクル）の推進

2-1-2
食品ロス対策の推進（生ごみ
対策を含む）

2-1-3
プラスチック資源循環の普及
促進



第二次環境基本計画の進行管理チェックリスト

目標値
前計画
目標値

推進施策 R5 R6 R7 R8 R9 R5～ 現状値 単位
年度

（年月）
指標内容 報告内容 担当課

第2次環境基本計画の体系 前年
計画
指標

前年
実施
状況

現状値

基本施策 施策（取組）内容

数値
指標

市民の環境に対する「満足
度」の平均値

目標
R14(2032)年度：71.7％
※年あたり0.5％増加（10年で％増加として）

67.2 67.7 68.2 68.7 69.2
71.7

（R14）
－ 66.7 ％ R4

数値
指標

事業者の環境に対する「良
い」の平均値

目標
R14(2032)年度：56.7％
【削減量 406ｔ/年】

52.5 53.0 53.5 54.0 54.5
56.7
（R14）

－ 52 ％ R4

01 生物多様性への理解の増進、希少動植物の保全 － 〇 ○ － R4 取組内容等の報告
実施の有無。有の場合は、普及啓発や環境
学習の実施状況、希少動植物生息生育地
の保全活動状況

農政課

02 生物生息状況の調査（水辺や田んぼの生きもの調査など）の継続など ■ 〇 ○ 500 72 人 R4 調査への参加状況
水辺や田んぼの生きもの調査などへの参
加状況

農政課
学校教育課

03 特定外来生物情報の発信と外来生物の生息域拡大防止対策の推進 － 〇 ○ － R4
広報やHPでの情報発信状況
特定外来生物対策など

実施の有無。有の場合は、情報発信状況、
市内での特定外来種対策実施状況

農政課

04 鳥獣被害防止対策の推進 － 〇 6 ー 頭数 R4 鳥獣被害状況や対策状況
鳥獣被害発生件数
有害鳥獣捕獲件数

農政課

05 身近に自然とふれあえる場としての平地林・緑地の適切な活用の推進 ■ 〇 ○ 8 4 地点 R4 平地林の維持管理地状況
実施の有無。
平地林維持管理のため取組の実施内容。

農政課

06 平地林・緑地の多面的機能の向上に配慮した管理と整備の推進 － 〇 ○ ー R4
取組の報告
平地林の管理・整備面積

実施の有無。
有の場合、実施状況

農政課
商工観光課

07 身近に自然とふれあえる場としての水辺の自然環境の保全と再生 － 〇 ○ ー R4 水辺の整備・管理状況
実施の有無。有の場合、実施状況（地域や
市民等による堤防等草刈りなど）

農政課

08 雨水保水や地下浸透機能の保全、水質保全など健全な水循環の確保 － 〇 ○ ー R4
普及啓発の状況
対策実施状況

実施の有無。有の場合、普及啓発に向けた
情報発信の実施状況

上下水道課

09 地下水の保全（かん養機能保全､土壌・地下水汚染防止等） － 〇 ○ ー R4
普及啓発の状況
対策実施状況

実施の有無。有の場合、その実施状況 環境課

10 節水や雨水の有効活用など水資源の保全 － 〇 5 ー 件 R4
節水対策の普及啓発
雨水貯留の普及

雨水タンク・貯留設備の補助件数 企業経営課

12 農産物の地産地消など、環境にやさしい農業の推進 － 〇 ○ ー R4
取組の報告
（施策2-1-2に再掲）

実施の有無。有の場合、学校給食への活用
品数（現行計画）

農政課

13 歴史的・文化的環境の保全と啓発 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は、普及啓発活動、
文化財指定状況、環境整備状況等

文化財課

14
史跡の保全活動やイベントの開催など歴史文化とふれあい機会の充
実

■ 〇 4,527 2,300 ー 人 R4
イベント等開催状況
イベント参加者数（延べ人数）

イベント開催回数や参加者数 文化財課

15 自然との共生の歴史や文化の発信 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は、風土と暮らしの
知恵等情報の整備発信の実施状況

文化財課

16 しもつけの自然や歴史・文化、くらしや産業に対する理解の醸成 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は、環境学習・体験
学習の開催状況、環境学習・社会学習読本
の整備生活部環境課状況

文化財課

17 個性豊かなまちなみ整備、景観づくりの推進 － 〇 ○ ー R4 取組の報告
実施の有無。有の場合は、取組内容や実施
事業の報告

都市政策課

18 不法投棄・散乱ごみ対策や地域の花づくりなど環境美化活動の推進 － 〇 ○ ー R4
取組の報告
（施策2-2-1に再掲）

実施の有無。有の場合は、フラワーポット
設置等地域での活動状況

環境課

19 空地・空き家の環境保全対策の推進 － 〇 〇 ー
件
件

R4
空地・空家の実態
空家バンク登録状況と活用状況

空地・空家の実態・対策等状況の報告
空家バンク登録件数と空家活用状況等

安心安全課
整備課

20 大気環境の保全（光化学オキシダントOx除く環境基準達成状況） － 〇 達成 達成 R4 環境基準 環境基準達成状況（達成か未達成か） 環境課

一部
未達成

一部
未達成 R4

環境基準
調査結果の報告
江川末流、姿川-宮前橋の水質

環境基準達成状況（達成か未達成か）
市内での測定結果と状況
※H24～R2年度までは達成、R4資料ﾅｼ

91.2 87.7 78.0 ％ R4 生活排水対策（下水道普及率） 下水道普及率

88.8 95.4 96.1 ％ R4 生活排水対策（水洗化率） 水洗化率

22 土壌・地下水汚染の防止 ■ 〇
汚染

区域数
10

現状より
改善

汚染区
域数
10

地区 R4 地下水汚染調査状況・対策状況
汚染地点数(県調査)と対策状況
汚染井戸数（市調査）と対策状況

環境課

23 騒音･振動、悪臭等の防止対策の推進、公害苦情への対応 ■ 〇
24
10

７
４

11
3 件 R4 公害苦情の状況

公害苦情処理件数と対応状況
上段：大気（野焼き含む）、下段：水質

環境課

24 有害化学物質に関する情報の発信 － 〇 ○ ー R4 情報の提供発信 実施の有無。有の場合は、情報提供の状況 環境課

25 有害化学物質の適正な管理・使用の情報提供と漏洩時での対策強化 － 〇 ○ ー R4
情報の提供発信
市の取組報告

実施の有無。有の場合は情報提供の状況 環境課

26 原子力発電所事故に伴う放射線量情報の適切な収集と提供 － 〇
基準値
以内

ー R4 放射線量の状況
放射線量測定結果の報告
（基準値以内か基準値超過か）

環境課

27 気候変動の影響に関する情報の発信と共有（再掲） R4 施策1-3-1と同じ

28 平地林や水辺の防災・気候緩和機能の向上（再掲） R4 施策1-2-1、3-1--2同じ

29 災害時での電力等エネルギーの確保や廃棄物処理対策の推進 － 〇 ○ ー R4 取組状況の報告

実施の有無。有の場合は、実施内容（災害時電
力確保への取組状況、自立分散型エネルギー活
用・整備状況、災害時廃棄物処理や避難時での
廃棄物対策の普及啓発等）

安全安心課
環境課

農業農村多面的機能整備状況
実施の有無。有の場合、農業農村多面的機
能支払交付金等の活用状況

農政課○ ー11 農業や農地の多面的機能の保全と向上 － 〇 R4

3-2

自然が育む良
好な環境との
ふれあいの増
進

3-2-1 農業・農地の保全と活用

3-2-2
自然や歴史・文化環境とのふ
れあいの向上

3-2-3
景観の保全・創造、環境美化
の推進

3-1

自然豊かな里
地里山の保全
と再生
（自然の多面的
機能の保全活
用）

3-1-1
生物多様性の保全と再生
（外来種対策、鳥獣被害対策
を含む）

3-1-2 平地林・緑地の保全と再生

3-1-3
水辺の保全と再生、健全な水
循環の形成

3-1-4 水資源の保全と活用

環境課
企業経営課

3-3

安全で安心し
て暮らせる快
適で良好な生
活環境の確保

3-3-1
大気・水・土壌環境の監視と
保全・向上

21 水質汚濁の防止

3-3-2
放射線・有害物質等の環境汚
染の防止

3-3-3 防災・減災の推進

■ 〇



第二次環境基本計画の進行管理チェックリスト

目標値
前計画
目標値

推進施策 R5 R6 R7 R8 R9 R5～ 現状値 単位
年度

（年月）
指標内容 報告内容 担当課

第2次環境基本計画の体系 前年
計画
指標

前年
実施
状況

現状値

基本施策 施策（取組）内容

数値
指標

市民のエコ行動「ほぼ行って
いる」平均値

目標
R14(2032)年度：61.5％
※年あたり1.0％増加（10年で10％増加として）

52.5 53.5 54.5 55.5 53.5
61.5

（R14）
－ 51.5 ％ R4

数値
指標

事業所の環境対策「取り組ん
でいる」平均値

目標
R14(2032)年度：62.7％
※年あたり1.0％増加（10年で10％増加として）

53.7 54.7 55.7 56.7 58.7
62.7
（R14）

－ 52.7 ％ R4

数値
指標

環境イベントや保全活動への
参加している割合

目標

〔いつも、興味があるもの、声掛けがあれば参加〕
R14(2032)年度：40.5％
※年あたり1.0％増加（10年で10％増加として）

31.5 32.5 33.5 34.5 35.4
40.5
（R14）

－ 30.5 ％ R4

01 学校の特性に応じた独自の環境教育・環境学習の推進 ■ 〇 ○
12（自然

学習）
ー R4 実施状況の報告

実施の有無。有の場合は、学校ごとの環境
学習等実施内容等

学校教育課
環境課

02
市民団体や学校支援ボランティアによる環境学習・ふれあい学習の支
援

－ 〇 ○ ー R4 実施状況の報告
実施の有無。有の場合は、市民団体・ボランティ
アによる活動状況、開催件数や参加者数

生涯学習文化課
環境課

03
親子で参加できる環境学習や体験学習など家庭での環境学習機会の
充実

－ 〇 ○ ー R4 取組状況の報告
実施の有無。有の場合は、市や地域での開催状
況、親子でできる環境学習教材の充実等

生涯学習文化課
環境課

04 ごみ減量化ポスターコンテストなど、環境問題の普及啓発 － 〇 ○ ー R4 実施状況の報告
実施の有無。有の場合は、実施内容（コンテスト
開催状況や優秀作品等表彰、子どもの環境学
習成果の発表等）

学校教育課
環境課

05
環境読本など環境学習に資する環境情報の充実・インターネット提供
の推進

－ － × ー R4 取組状況の報告
実施の有無。
有の場合は実施内容（HP掲載等）

環境課

06 環境にやさしいライフタイルへの変革の推進 － 〇 ○ ー R4
普及啓発の状況
（施策1-1-2に再掲）

実施の有無。
有の場合は、普及啓発活動の状況

環境課

07
COOL CHOICEなど気候変動の緩和や影響への適応に向けた行動
の促進

－ 〇 ○ ー R4
行動促進に向けた対策状況
（施策1-1-2に再掲）

実施の有無。有の場合は、行動促進に向け
た普及への取組状況

環境課

08 3R・3ない・3キリなど、ごみの削減・資源化行動の普及促進 － 〇 ○ ー R4
行動促進に向けた対策状況
（施策2-1-1、2-1-2に再掲）

実施の有無。有の場合は、行動促進に向け
た普及への取組状況

環境課

09
生物生息や気候変動の影響、大気・水環境等の県と連携した継続調査
の推進

－ 〇 ○ ー R4 調査実施内容
実施の有無。有の場合は、関連調査の実施
内容の報告

環境課

10 調査結果や地域環境に関する情報の整備と結果の公表 － 〇 ○ ー R4 調査結果・環境の現状等
実施の有無。有の場合は、関連調査結果の
分かりやすい情報の整備と提供状況

環境課

11 環境問題や環境保全対策等に関する情報の発信等 － 〇 1 1 1 回/年 R4 環境報告書「しもつけの環境」
しもつけの環境の整理と発信
1回/年の情報整理・発信

環境課

12 農産物の地産地消・環境にやさしい農業の推進 － 〇 ○ ー R4
他分野との連携状況
（施策2-1-2、3-2-1に再掲）

実施の有無。有の場合、他分野との連携の状況
等　（資源循環・脱炭素社会に向けた連携）

農政課
商工観光課

13 資源・エネルギーの地産地消など産業活動の促進・支援 － － × ー R4 事業所の取組状況
実施の有無。有の場合は、事業所における取組
状況、取組事例としての情報取集・発信状況

環境課

14 市民・市民団体、産官学の連携による地域資源を活かした産業の育成 － － × ー R4 取組状況の報告
実施の有無。
有の場合は、資源循環・脱炭素社会に向けた下
野らしい産業形成への取組状況など

環境課

13 20 13 店 R4 エコショップ認定状況の報告

73 100 73 事業所 R4 エコオフィス認定状況の報告

16
エコショップやエコオフィス等の連携による事業活動版「しもつけエコ
スタイル」づくりの促進と発信

－ 〇 ○ ー R4
エコ（ショップ＆オフィス）活動の
普及
（施策2-1-1に再掲）

実施の有無。有の場合は、エコ（ショップ＆オ
フィス）認定事業所が連携した下野独自の「エコ
スタイル」整備と情報発信状況など

環境課

17 環境フェア・環境フォーラムなど環境に関するイベントの開催 ■ 〇
1

500
1

100
1

50
回/年
人

H31.3
R1,2はｺﾛ
ﾅ禍中止

環境フェア等環境交流状況の
報告（現行計画の指標）

環境フェア等の実施状況
参加人数

環境課

18 環境保全活動や活動に関する発表機会の提供など相互理解の向上 － 〇 ○
10,400
（環境美化

活動）
ー R4 市民・団体・事業所の活動発表

実施の有無。有の場合は、市民・団体・事業
所の活動発表機会の提供状況
発表者数や参加者数、活動内容の紹介

環境課

19 「しもつけ環境市民会議」の活動紹介と市民会議への参加促進 － 〇 ○ ー R4
しもつけ環境市民会議の
活動状況等の報告

実施の有無。有の場合、しもつけ環境市民
会議の会員数や活動内容・活動状況

環境課

20 「しもつけ環境市民会議」と連携した環境イベント・活動の推進と支援 － 〇 ○ ー R4
しもつけ環境市民会議主催の環
境イベントや活動の報告

実施の有無。有の場合、その他環境イベン
ト・活動の開催状況

環境課

21 地域循環共生圏の形成に向けたプラットフォームづくりの推進 － － × ー R4 プラットフォーム形成状況
実施の有無・有の場合は、は資源循環・脱
炭素社会に向けた連携、情報交流の場プ
ラットフォーム形成状況

総合政策課
環境課

22
ゼロカーボンシティや循環型社会、自然共生に係る協働や広域連携の
推進

－ 〇 ○ ー R4
近隣市町や他の自治体と連携し
た取組状況の報告

実施の有無。有の場合は、分野別の取組状
況の報告

総合政策課
環境課

環境教育・学習
の推進、環境
保全行動の普
及

4-1-1
環境教育・学習の推進、環境
指導者の育成

4-1-2 環境保全行動の普及啓発

4-1-3
環境調査・環境情報の整備と
発信（公開含む）

 資源循環共生圏の構築（広
域連携を含む）

〇
エコ（ショップ＆オフィス）認定事業所数
認定制度への参加促進､活用の普及状況

環境課

4-3
環境交流・連携
の促進

4-3-1
環境交流・環境保全活動の促
進

4-3-2
しもつけ環境市民会議との連
携

4-3-3

15 エコ（ショップ＆オフィス）認定制度の普及啓発と参加促進 ■

4-2
環境にやさし
い産業活動の
促進

4-2-1
地域資源を活かした産業の
推進

4-2-2

環境に配慮した産業活動の
推進
（エコ（ショップ&オフィス）の
普及）

4-1








